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III.お わ りに

1は じめ に

報告文作成に伴 う方法 「整理法」には観察 ・記録法 と分析法があり,前 者を実務上①観察 と

計測 ・②図化 と撮影 ・③出土状況 と分布に区分 して考 える。今回は②図化 と撮影法 に該当する。

II報 告 文 作 成 に伴 う研 究 方 法

☆図化 と撮影法

観察 ・計測による属性データの集積は,具 体的な分類作業に伴い簡潔で必要十分な属性値 と

して整理 され る。結果,遺 跡内に於ける1器 種の普遍性,時 には特異性が抽出され研究の素材

が提供 される。報告に際 して分類作業の妥当性 ・客観性が示され,そ れを補 う目的で作図と写

真が必要 となる。図は属性数値では表現す ることの難 しい剥離や形態を視覚的に表示すること

が可能であり,写 真はさらに細かな情報を余すことなく伝達 できる。器種の識別か ら分類に至

る正当性 を暗々裏に検証できる手段 として有効である。 もちろん基本原則 として遺物の記録保

存上,検 索上の見地から実測図 ・写真が不可欠な記録要素であることには違いない。

以下,図 化 と撮影法(註1)に つき器種ごとにまとめるが,ま ずはそれに使用す る用具を紹

介 してお く。

1.実 測の視点 と器 具(註2)

A.実 測用紙 実測に用いる紙には,方 眼紙(1mm程 度)・ ケン ト紙 ・パ ンチカー ドなどが

ある。実測後の墨入れ(ト レ.___.ス)に配慮すれば,ケ ン ト紙あるいは無地のカー ド紙が適 当

である。方眼紙はできるだけ方眼ラインの薄い青色のものが よい。大きさは机上で作業 し易
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いB4サ イズ程度が よい。今 日では多 くの調査機関で専用紙 を用意す ることが多いので,整 理

・収納法に基づ くことを第 一義 に考 え,選 択す る必要がある。

B.筆 記用具 鉛筆は芯が硬 く,粉 のあまりでない ものを選ぶ とよい。剥離線 ・貝殻状裂痕

(リング)(註3)の 書 き分けには,H～3H程 度の ものを使い分 ける。例 えば輪郭 ・剥離

線をHで,リ ング ・放射状裂痕(フ ィッシャー)を3Hで 描 くなど。消 しゴムは事務一般に

用いるプラスチック製のものでよいが,剥 離など細かなところでは字消 し板 を使 うと重宝で

ある。また最近はシャープペンや芯研 ぎ具,電 動消 しゴムなどの機器を用いる機 関も増えて

いる。実測終了後は鉛筆粉定着スプレー(フ ィクサティブ)を 散布 しておけば,こ すれて図

面 を汚す心配はない。

例)「SPRAYFIXATIVE」 ホルベイン社など。

C.固 定具 石器 を紙面に固定するには練 りゴムなどの固定具 を用いる。粘土の ように余 り

粘性の強い ものは,図 面を汚す(シ ミ)原 因 となるので注意する。デ ッサン用の練 りゴムな

どが適当である。石器側面の固定には,ス コヤーなどで補 うとよい。

例)「 スーパークリーナー」・「ひっつき虫」などの商品がある。

D.測 点器具 石器の測点にはディバ イダー を用いる。この時の定点は三角定規 または三角

スケール(ミ ニ ・スケ)で 固定す る。三角定規 を組み合わせた り,ス コヤーなども適宜使用

す るとよい。図面上の割 り付けには直定規 を使用する。石器の断面は真弧(マ コ)を 用いる

と便利である。

2.機 械実測の視点 と器具

A.簡 易実測器 石・器の実測は一般に正面位 ・側面位などの正投影図(註4)を 作成するが,

手実測の場合,反 転位置の設定が非常に困難である。慎重 をきさない と打製石斧等の大形品

では設置に傾 きや歪みが生 じる場合がある。石器をアクリル板などで固定 し,正 確 な角度で

展開できるように工夫 した簡易実測具 を作成し,外 形線を正 しく書 き取る工夫 をして もよい。

例)当 埋文センターでは反射鏡を利用した図化機(ニ シオグラフ)を 用いている。

B.写 真の応用 石器実測に於け る写真の応用は,1979年 の単カメラ使用によるステレオ撮

影か ら出発す る(註5)。 基線長7cmと いう近接撮影であったが,時 間的な課題 と装備上の

困難さを伴い,普 及 ・発展はなかった。70年 代後半は,増 加す る大規模発掘に対 し時間と人

材確保を最大の課題 としていく中で,石 器の実測図は省略化 と簡略化の2方 向を歩むことに

なる。簡略化の方向の最た るものは乾式電子複写機による所謂 コピー実測の出現であった

(註6)。80年 代後半に入 ると,2・3の 測量会社で遺物実測業務が開拓 され,3次 元の作

図法及び正射投影撮影 を利用 した2次 元作図法が適用され始める。近年ではス リッ ト撮影法

の導入により,さ らに短時間で精度の高い写真仕上 りが可能 となった。是非はともあれ,90

年代はまさに写真実測の時代 となった。
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a2次 元撮影法

①正射投影撮影法

単カメラを用い,レ ンズ基線長に合わせ た撮影距離を設定 して写す方法。石器の撮影面を同

一の状態に重ねること
,つ まり正面観 と裏面観の輪郭が同一 となるように設置 しなければなら

ない。 このためには遺物を台座 に固定 し,機 械仕掛けで展開できる工夫が必要である。ただ し

石器の厚 さは均一ではないし,カ メラとの距離 も展開 と共に多少変化す るため,そ の都度,距

離 ・ピン トの補正が必要 となる。石器のように正投影図が必要 な資料には余 り有効ではない。

②ス リット撮影法(註7)

この撮影法は光源 を数 ミリのス リッ トを通 して被写体にあて,暗 室内で開放 したカメラにス

リッ ト上 を通過する被写体 を細い線 として連続撮影 してい く方法である。 したがって焦点は常

にス リット光源に設定され,原 理的には被写体の歪みは少な く,側 面見通 しを含め正投影図に

は適する。 また逆に被写体 を固定 し,ス リットを通 してカメラを回転撮影させれば,土 器展開

写真が得 られる。

③ステレオ撮影法(註8)

従来のステレオカメラは,ガ ラス乾板 を用い基線長に制約が生 じるので,石 器実測には単 カ

メラによる応用のほうが平易である。被写体への光軸を一定にするにはセオ ドライ トの機能が

必要だが,被 写体 を一定速度で移動させれば同様な結果は得 られる。ステレオ効果 を利用す る

には(解 析)図 化機による測図が必須である。剥離の等高線表示は立体的図面 を作成する場合

などに正確 なアプロ.__..チが可能 となる。

※留意点

○撮影時に焼 き付け ・引き伸ばし等の作業を考えて,か ね尺などのスケールをいれることは必須であ

る。また遺物番号を添えて撮影すれば,遺 物 との照合に便利である。被写体にチャコなどで剥離線を

入れて撮影 しても差し支えないが,書 き込みには限界があるので注意すること。

○焼き付け倍率は,報 告図版の大きさに合わせて個々に引き伸ばしを行なう。写真実測の強みを生か

せば,石 鍛などを2倍 仕上 りにするとよい。

○印画紙は,一 般の写真用ではなく,航 空写真用の印画紙がよい。輪郭や剥離ラインの書き込み ・ト

レース時のことを考えると薄手のものがよい。

○筆記は印画紙に輪郭 ・剥離痕を直接書き込んだほうが トレースし易い。薄手の印画紙であれば,芯

が固く,粉 があまりこぼれないものを選択すれば一般に市販されている色鉛筆で十分である。輪郭線

は実物の外側に引き,剥 離痕上に筆記を施すが,蝶 番剥離など特徴的なリング以外の書き込みは避け

たほうがよい。リングやフィッシャーは写真から素直に写 したほうが平易である。

○ トレースは光源のある透写台(ト レース台)を 用いる。

b3次 元測定法(註9)

遺物の測点 を磁界を利用 したペ ンで3次 元入力し,パ.__._ソナルコンピュータで図形表示する。

80cm立 法で±1mm程 度の誤差で作図可能。所要時間と精度の点で石器実測には余 り有効でない。
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3.墨 入れ(ト レー ス)の 視 点 と器具

A.ト レース用紙 トレース用紙は特に指定がない。石器の場合,余 り薄 くない方が扱 いに

便利で,厚 口(759/㎡)程 度が適当か と思われる。長期保存や青写真を考慮すれば,ポ リ

エステル製 トレーシングフィルムがよい。

B.ト レース用具 輪郭や剥離線はGペ ンで描 き,リ ングやフィッシャーは丸ペ ンを用 いる。

剥片石器 ・礫核石器共にペ ンで十分であるが,輪 郭線や点描,断 面位置のハイフンなどは,

ロットリングを併用す ると便利である。ペン先は太さを調節す るために油砥石で研磨するこ

ともあるが,か えってペ ン先を傷める場合があるので,市 販の規格 を用い,こ まめに交換す

る方がよい。 トレース用紙は低接着性の粘着剤 を使用 した製図用テープで図面に とめ る。墨

汁は流動性 ・乾燥性に優れた黒色度の高い製図用インキを選択すればよい。

例)Gペ ン・丸ペンはNIKKO社 ・ZEBRA社 などがある。米国3M社(SCOTCH)ド ラフティング

・テープなど。開明社のDROWINGSOL-K,A墨 汁など。
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註
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撮影法に関しては特に項を設けない。『埋文写真研究』を参照するとよい。

器具は長野県埋蔵文化財センターで使用 しているものを例示した。もとより宣伝意識は毛頭ないので,

同様な商品ならどこのメーカーでも不都合はない。

加藤晋平 ・鶴丸俊明1980年 『図録 石器の基礎知識1』 の用語に基づ く。

田中英司1991年 「観察 と記録一石器実測図の生成一」『埼玉考古学論叢』による。

伊藤太作ほか1979年 「小形遺物の写真測量図化と石器製作に関する研究」奈良国立文化財研究所年報

近年ではコピー機に魚拓作成装置を併用し,図 化 している機関もあると聞 く。株式会社ナルセ 「ギョ

タック」販売用パンフレット参考。

小川忠博1992「 展開写真の応用」『埋文写真研究』Vo1.3

シン航空写真株式会社 「スリット撮影」『文化財を測る』業務紹介パンフレット参考。

最近は写真焼 きつけ(DPE)時 間 を短縮させ るためにビデオカメラ(CCD機 能)を 用いたデジタル

計測 も試みられている。アジア航測株式会社 「システム考古学No.2.遺 物のデジタル計測」業務紹介パ

ンフレット参考。

註5及 び伊藤太作1991「 写真測量の写真」『埋文写真研究』Vo1.2

株式会社パスコ 「PADRAS-M3D三 次元測定作図システム」「パスコ考古学実測図作成システム」

『NEWSfromPASCO』Vo1.39No1.20業 務紹介パンフレット参考。

☆実測の手順 と表現法

1.実 測 の手順

遺物はまず観察 ・記録法①に基づ き分析する。結果,器 種が判明し各器種独 自の図化基準に

・合わせ実測図を描 く。実測図は第三角法で投影することが一般であ り,遺 物の記録保存の精神

に則って,各 面すべて正投影図に描 くことが基本原則である。ただしトレース以後の作業に関

しては,実 際には報告文作成のために必要な図化を進めることが多 く,こ の場合は各器種の研

究成果に基づいた分析結果 をできるだけ有効に表現 し得 る部分での選択 を行 う必要がある。

①設置の仕方

イ)石 器の上下は,道 具 として器種 を認定 した場合,機 能部(刃)を 下に向けることが多い

ようであるが,石 鍛や石槍に関 しては機能部(先 端)を 上 に向ける傾向にあり,特 に統一 した

見解はない。器種の機能推定 に対 して慎重な立場で望むならば,一 定の基準(例 えば使用部 を
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上になど)を 設けて もよい。また機能推定 をある程度容認し,よ り以上の画一化を図るのであ

れば,日 本的に道具 にまつわる作法(道 具 と使用者身体に対す る位置関係)を 重視 して設置す

ることも一案かと思 う。例えば包丁 と同様な機能 ・用途 を持つ と考 えられる刃器類に対 しては

刃先(切 先)を 上に,刃 を身体 と垂直に置 くといったように……。あるいは石鍛は先端を上に,

磨製石斧は刃が横 を向 くといった具合である。ただし石器 を柄か ら逸脱 した状態で考えてい く

のならば,こ の限 りではないが。いずれにせ よ本稿以後 も課題 とする事項である。

ロ)固 定には一般 に練 りゴムを用いるが,石 器の中軸線(註10)が 紙面 と平行 になるように

設定すればこと足 りるので,多 量のゴムを押 し込んだ りせずに,添 える程度に抑 えたほうが よ

い。側面の場合 も同様 で,ゴ ムは点的に固定するのみで,測 点の邪魔にならない程 度にス コ

ヤーなどの道具で適宜補助すれば傾 き倒れるようなことは少ない。紙面 と平行にすべ き中軸線

とは,石 器表裏面が合わさる境界(表 裏面を水平に切 る投影面)を 指 し,こ れが紙面 と平行 に

保たれることを言う。 したがって,石 器の長さと幅(計 測値)は 図面上のそれ らと一致 しなけ

ればならない。

②正投影(展 開)の 仕方(第1図)

イ)割 り付けは正投影図として,2平 面 ・2側 面 ・立面 ・下面の6面 を描 くように準備 しな

ければならない。各面の投影(展 開)が 容易になるように割 り付け補助線(基 準線)を 設定 し,

この中に描 き込んでゆ くようにす る。石器 中軸線の展開は反時計回りに,常 に90度 つつであら

ねばならない。1つ の平面(表 面)の 図化 を終了した後に側面,そ して2つ 目の平面(裏 面)

の投影に移 る。側面の位置は平面図に対 して,も っとも近い位置(右 側面は正面の右隣に,左

側面は左隣)に 描 く。展開後,再 び裏面の輪郭線 を投影するが,こ の時表面の設置 と裏面の設

置が輪郭線上で一致することを原則 とする。ただし粘土等による固定法では,3次 元の遺物 を

寸分違わず正確に設置するこ とは至難であ り,厳 な意味で表一』の輪郭 を一致させ ることは

難 しい。簡易実測具 などを用いると正確に描き

易 くなる。各面の割 り付け幅は0.5cm～2.Ocm程

度 と一定 していたほうが見苦 しくない。石鍛 な

どの小形剥 片石器では0.5cm程 度,打 製石斧な

どは1.Ocm程 度が適当で,石皿などは1.Ocm～2.O

cmと石器の大 きさに比例させ る。 トレース後の

縮尺率 を考慮 しながら設定すれば,な およい。

ロ)写 真実測の場合 は,1,2枚 あるいは3

枚の部分写真 を実測時の割 り付け(展 開)同 様

に貼 り合せ る。 この時,展 開の割 り付け補助線

を引き,各 投影面の中軸線が これ と垂直になる

1二笑墓蕩 繋 髪鰍 鰍 側要培
表裏の剥離痕跡を合致するよう注意する。 第1図 正投影の仕方
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③測図の仕方(第2図)

イ)設 置 ・固定のできた石器は輪郭の投影 より図化に入る。輪郭は石器の縁に三角定規(直

角をはさむ2辺 を利用 し)ま たは ミニスケを当てて接点を図面上に落 としてい く。こうして図

上に落 とされた測点(定 点)を 実線で結べば輪郭が投影できる。この場合,輪 郭線は石器 を少

しずらして,垂 直方向から石器 を見ながら結ぶのがよい。特徴 となる剥離線 と輪郭線の交点は

目立つヒゲなどで抽出したり,剥 離痕の新 旧あるいは強弱などは丸●や三角△などの統一 した

記号で表示 してお くと,剥 離の稜線を描 く際の目安になる。

ロ)稜 線はチ ョー クでなぞってか ら図化 に入るとよい(註11)。 輪郭線 を描 く時に基準 とし

た定点 を利用 し,異 なる2つ の方向(90度 前後)か らディバイダーで測点をとり,こ れを繰 り

返して結ぶことにより,剥 離線を投影する。この時,2点 には三角定規などを固定 しディバイ

ダーによる水平距離で測 る。剥離線はあ くまでも剥離の新 旧を読み取 り描 くことが肝要で,剥

離痕の形態(打 撃痕の有無 ・力の抜け方)が 最 も重要なポイン トであるか ら,最 終的に石器形

状を形成せ しめた調整剥離に気 を配 り,周 辺からの剥離痕(面)を 慎重に観察 し書 き込むこと

が大事 である。特に剥片石器では側面形状 ・基部形状の形成に関わる微細な剥離痕の集中は見

逃 してはならない。剥離線 とリングは鉛筆の硬 さで表現すればよいが,慣 れれば筆圧で十分差

異を表現す ることができる。石材の特徴 を考慮すれば,一 本の連続した線では硬す ぎる場合 も

生じるので注意す る。剥離線 を描いた後に リング ・フィッシャー を書き込むと表現 し易 い。2

次的な衝撃剥離痕や欠損などは一般には剥離線のみの白抜きで表現する。

ハ)側 面図は石器 中軸線を反時計回 りに展開 して投影する。石器は左側面で倒立 した状態 と

なり,測 点は平面図の投影 と同様に行い,ま ず輪郭線から描 く。次に輪郭線から石器表裏面の

縫合線 を測 り描 くが,縫 合部は石器表裏面の剥離痕によって形成されたものであるから,実 際

には一つ一っの剥離痕を描いて連結させた ものでな くてはならない。手順 としては,平 面投影

時に特徴 となった剥離痕 と輪郭線上の交点を再

度利用 し,側 面 図での輪郭線(表 裏面側)か

ら,そ の交点 までの距離 をディバイダーで測 り

点として落 とす。この時,実 測図面が方眼紙で

あれば,距 離 としての点を測点の延長線上に設

けた基準線(石 器中軸線 と平行な線)へ 仮に落

とし,石 器 を取 りはずした後に輪郭線上の測点

か ら距離点を落 とし直す とよい。剥離痕は縫合

線か らの距離で落 とすが,形 状や幅などは平面

図上の位置を延長線を仮定 して落 とす と狂いが

少ない。

二)立 面 ・下面は側面同様の原理で描 くこと

ができる。ただし石鍛などのように平面 と側面

観で十分情報 を表現できる器種 などでは,見 通

(縫 合線)

第2図 測図の仕方
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し図ではなしに横位断面図によって表

現する場合がある。横位断面の目的は

器種あるいは個体それぞれによって作

成意図が異な り,そ の箇所 も多様 とな

る。詳しくは実践の項で述べ る。:横位

断面位置を決定 した後,大 形例はマコ

などを用いて作成するとよい。マ コは

平面片側ずつ当てて輪郭線 を投影 して

いくが,厚 みや剥離面の凹凸はディバ

イダーなどで適宜修正することを忘れ

てはならない。

2.実 測の表現法

①技術論的な描 き方(第3図)

イ)剥 離線の表現は以下に述べ る石

材の違いによって多少異なり,一 般的

には硬 さや粘 り,粒 子の均質度などの

違いか ら描 き分ける。ただ し石鍛や石

錐 などの小形剥片石器 での使 い分 け

と,打 製石斧 など大形剥片石器での使

い分けには材質にレベル差があるので

注意 を要する。また剥離線は剥離痕の

切 り合い関係 を読み取ることが第一義

であるから,余 りに技巧を凝 らし過 ぎ

て,そ れが読 み取れ ない ような図で

あってはならない。剥離線の切 り合 い

は遺構の切 り合い関係 と同様な描 き方

でよい。

ハ)リ ングと剥離線は発生原理 とし

ては本来同一 なものであるから,ほ ぼ

同様 な描 き方で表現すればよいことに

なる(註12)。 ただし剥離線が他の剥

離線と不規則に切 り合い変形 している

のに対 して,リ ングは単一な剥離線本

来の形状 を示す場合が多い。 より繊細

に,力(負 荷)の 伝導を表現 した波紋
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のように描 くことが肝心で,力 が石器表面に抜けた場所こそが高エネルギ.___の亀裂,剥 離線に

相当する。 したがって力の動 きであるリングが途中で半分切れてな くなったり,干 渉以外の状

態 として,二 本が重な り極端に一本化 したりす るようなことは理論的には起こ りえないので注

意す ること。 また リングの高低(ウ ェ.___ブ)や 剥離面の湾 曲などは リングの密集度合 いや

フィッシャ.__.の屈折な どによって表現することが望 ましい。当然に平坦 な剥離面での リングは

粗 い間隔で描 くことになる。 フィッシャーは力の伝導に伴い石のさける縦方向の亀裂であ り,

剥離の打撃点方向に向けて描 く。 リング ・フィッシャーは他の剥離線により切 られ,ても,本 来

の剥離線の形状 を示すように描 くのであるか ら,こ の原則によって剥離の切 り合いを間接的に

読み取 ることが可能 となる。 また打点(衝 撃点)や 烈痕は剥離の繰 り返 しにより失われる場 合

もあるか ら,押 圧剥離が表裏交互になされれば,ど ちらか一方にはそれらが残 らないことがあ

る。作図には十分注意が必要である。 この交互剥離状況が以下に述べ る側面の縫合線 と一致 し

て くるのである。

二)自 然面 ・節理面は点描手法に基づ き,特 に節理は細い線 を加筆す ることによ り感 じを表

現す るとよい。

ホ)側 面図は表裏面の合わさる稜線 を作図 し,一 枚 ごとに剥離痕を描 く。剥離方向等は平面

図のリング ・フィッシャーによって充分表現されているので,煩 雑 さを避ける意味から交互に

押圧剥離 されている様子 を簡単な剥離線のみで表現する場合 もある。剥離線は縫合状に連なる

が,凹 凸の強弱は剥離作業に伴 う力の強弱や入射角の違いに左右 され,石 器表裏面に及ぶ剥離

痕の大 きさ ・深度に影響 を与 えるものであるか ら,単 なる 「なみ線」で表現 してはならない。

また凹凸の強弱は表裏いずれかの面に形成 された剥離痕 と一致 してしかるべ きであるから,剥

離線 を書 き込む時,形 状や幅などは平面図上の位置と常に照合 させ ることを怠ってはならない。

縫合線は輪郭同様に明確に太 く描 き,剥 離線はやや筆圧 を下げて描 くとトレースし易い。

②機能論的な描 き方

使用に伴 う変形の中で,欠 損以外の事象に関 しては,可 能な限 り使用痕跡を表示する必要が

ある。使用痕跡には微細な剥離痕 ・摩耗痕や線状痕 ・光沢痕などがあ り,い ずれも肉眼レベル

で観察できる程度 と顕微鏡 レベルがある。実測図面に色鉛筆 などを用いて範囲 と発達度を記入

してもよいが,リ ング等が解 りに くくなる恐れがあるので別図を作成するか,実 測図の脇に複

写 したものを貼 り付けて記入するのがよい。

③素材の違いによる方法

剥片石器 と礫石器 など素材の違 い,あ るいは器種 の違いによる表現法は,以 下☆実践の項に

て詳述する。

④石材の違いによる方法(註13)

実測図の効力は,必 要な情報のみを解 り易 く表現できることにある。技術論や機能論 を重視

した実測図の在 り方に,材 質 という要素を加えることによって,よ り完成 された表現になる。

ただし再三述べたように,図 が煩雑になってしまっては元 も子も無いので十分配慮す ること。

岩石は成因から火成岩 ・堆積岩 ・変成岩の3種 に大別できる。石器材料 として選択 される岩
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石には優劣があって,器 種 ごとに異なった選択石材 を嗜好 している。

火成岩はマ グマが冷却固結 したもので,生 成場所により,深 成岩 ・半深成岩 ・火山岩に区別

できる。深成岩 ・半深成岩は全体が結晶質であり,閃 緑岩 ・ひん岩 ・花w岩 などが選択 される。

閃緑岩や輝緑岩 ・ひん岩は磨製石斧 と,花 歯岩は磨石類 と結び付 きが強い。磨製石斧の場 合は

技術的な実測表現 として研磨痕 を書き込むので,石 材の特徴 を加味す ることに余 り適さない。

磨石類は材質の特徴 を表現 し易 く,石 英や長石などの造岩鉱物 を描 くことにより表現する(註

14)。 火山岩は地表近 くで急激に冷却 したために,破 璃質(≒ ガラス質)で,黒 曜岩 ・玄武岩

・安山岩 ・流紋岩が選択 される。玄武岩や安 山岩(讃 岐石 ・下呂石)で 高い破璃質の石基 を示

す ものは石鍛や石匙などの小形剥片石器に多用され,輝 石や角閃石安 山岩などは磨石類や石皿

などに用いられる。黒曜岩は完破璃質であるため,割 れ口が貝殻状断口を示すので,き れいな

弧状 リングと細い直線的なフィッシャーを用いて鮮明に鋭 く描 く。半晶質な安 山岩(讃 岐石 ・

下呂石)と 非顕晶質な玄武岩は,黒 曜岩 とはやや手法 を変 えてリングとフィッシャー を線よ り

も点状 に近い表現に変えて描 く。輝石や角閃石 を含む斑晶質 な安山岩は深成岩同様に造岩鉱物

を描 き込むことによ り表現する。

変成岩には動力変成岩と熱変成岩があり,片 麻岩や片岩 ・千枚岩 ・ホルンフェルスなどが選

択 される。最 も使用頻度の高い石器は石剣 ・石棒 であり,打 製石斧がこれ らに次 ぐ。特に圧力

変成の場合,片 理構造が発達 しリング ・フィッシャーの観察 を妨げるので,無 理や りにそれ ら

を描 くようなことはせず,構 造に合わせて簡潔に書き込むようにす る。ホルンフェルスなど熱

変成の場合は,柔 らかな リングと短いフィッシャーで表現 し,頁 岩(粘 板岩)的 な手法で描 く。

堆積岩は上記のような岩石が破砕 され様々な条件下で沈殿堆積 したもので,成 因によりい く

つかに類別されている。石器素材 と成 り易いものは火山細屑岩や水成細屑岩である。凝灰岩 ・

砂岩 ・(粘板岩)・ 頁岩 ・チャー トなどが選択され,剥 片石器の大半が製作され る。小形剥片石

器に用いられるチャー トは亜貝殻状断口を示 し,黒 曜岩よ りは硬質な雰囲気で玄武岩などとの

中間的な表現 を用いる。珪質 ・硬質の頁岩は粘性のある雰囲気で,リ ングを柔 らかな一本の線

とし,フ ィッシャー をほとん ど用いずに描 く。砂岩 ・粘板岩 ・頁岩(泥 板岩)は 打製石斧や大

形刃器 などに選択される。(粘 板岩)は 頁岩 とほぼ同様。砂岩は硬質 な雰囲気で,玄 武岩 と

(粘板岩)の 中間的な手法で描 く。

3.ト レースの手順

実測終了後,墨 入れの作業に移 る。 トレースは報告文の体裁や分量に合わせて,器 種 ごとに

特徴 を示すことのできる最小限度の面 を写す。輪郭 ・剥離線はGペ ンで描 き,リ ング ・フィッ

シャーは丸ペ ンを用いる。筆圧は一定に保 ち,一 息に(息 継 ぎせずに)引 く。力の微妙なバラ

ンスで線が太 くなった り細 くなったりし,線 にふ るえが出たりもする。またペ ンは先に付けた

墨量しか描 くことはできないので,墨 の適量を早 くつかむことが肝要である。一般には10cm程

度の長さまでに墨継 ぎをするのが適当である。墨継 ぎは互いの剥離線や輪郭線 との交点で行 え

ば目立つようなことはない。ペン先は墨継ぎごとに布できれいにふき取れば,ゴ ミやぼた漏れ
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を避けることができる。はみ出しや失敗はナイフなどで削 り取ればよいが,再 度の墨入れはに

じんでで きないので注意すること。

註101966年 大 井晴男 「III遺物 の実測」『野外考古学』(P167)及 び1966年 国土地理協会 「IV2実 測」『埋蔵文

化財 発掘調査の手びき』(P182)の 用語に基づ く。

註11チ ョークなどの書き込みは一部の科学分析にはノイズを与えるので注意すること。

註12剥 離 のメカニズムについては1983年 藤本強 「第4節 石器の力学的;検討」『日本の旧石器文化5旧 石器

文化の研究法』を参考にするとよい。

註13岩 石 に関連する用語は1955年 益富壽之助 『原色岩石図鑑:』による。

註14長 野県埋蔵文化財センターの報告文で造岩鉱物を書き込む場合は,目 立たぬように特殊な記号で描いて

いる。例えば石英ぱ「・長石は∠のように描き,ト レース ・縮小後は点状になる程度に書き分けている。

第4図 実測 ・墨入れの手順
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☆実践

1.石 鐡 ・石槍

1留 意点

洗量(大 きさ)は 正面位 と側面位,横 位断面の図化により表現する。計測値はあくまで実物

計測が原則であ り,や むをえず実測図面より測定する場合には,原 寸の実測図から測定するこ

とはもちろんである。 したがって,2倍 トレ.___ス法や写真実測法を用いる場合には,実 物の拡

大 ・縮小に伴 う歪みが生 じるため,図 面か らの計測値の借用 は避けるべ きである。機能部 とし

ての長 さや幅,挟 りにかかわる長さや幅の測定 も同様である。先端角 を測定す る場合には,実

測図からの計測法が容易である。図上に計測用の補助線 を書 き込むのが手早いが,図 面 を汚す

ので,別 途輪郭線のみの図あるいは トレースを行い測定す るのがよい。特に先端部は器種の認

定にかかわる要素であり,か つ使用による衝撃痕跡などが観察できる部位で もあって,剥 離の

仕方は注意深 く観察す ることが肝要である。

型式学的な研究要素 として,形 状の類型化がある。法量などの計測値では表現できない部分

として,図 化作業の第一義的な適用のひとつである。観察の視点は形を:構成 している2つ の側

辺部 と1つ の基部 ・扶入部にあるが,個 別的な検討 を深めるためには湾曲の度合 いなどの計測

値 に加え,微 視的な形態的差異を観察す る必要がある。すなわち側辺部の 『外湾・直線・内湾』

の3種,挟 入度による 『凹基 ・平基 ・凸基』の3者 以上の形態的差異に関 してである。ただ し,

やみ雲に類別を設定することは混乱の原因となるので,研 究成果に基づ く確固とした類別 と,

それに則 った図化が要求される。

製作法は素材 となった剥片 を読み取ることから始め る。 この時,計 測値 として剥片 との比較

を試みるのならば,横 長素材のものは横長の数値 で比較す ることが肝要である。全体の形状 を

整 える調整剥離は,ひ とつひ とつの剥離痕跡を観察 し,そ れ ぞれの切 り合い関係(剥 離の順

序)を 読み取 り描 く。

2設 置

図化は,器 種の先端 を上位にし,装 着の想定 される基部(柄 部)を 下に固定するのが通例で

ある。裏面は鍛の製作素材 となった剥片の主剥離面 とし,反 対側 を表面 と認定する。主剥離面

の観察が困難な場合は,表 裏面の湾度(反 り具合),あ るいは調整剥離の精度で判断す るのが

よい。先端の頂部 と重心 を通る線分が中心線 となるように設定す る。

3図 化

イ)輪 郭 ・外形は固定後,投 影法(剥 片石器)に 基づ き図化す る。石鍛は小形扁平で若干量

の固定材でも据えられて紙面 との距離が少 ないことから,測 点を少な くし輪郭 をそのまま紙面

に投影 したほうが精確に描ける場合 もある。ただしいかなる場合でも,側 面形状 ・基部形状に

は細心の注意 を払 うことは言 うまでもない。横位断面は原則的に重心 を通 る線分前後で描 くが,

この方法だと最大厚の位置と合致することが多い。断面は石錐 との識別に有効 な場合 もあるの

で,中 心軸線に対する左右の対称性,剥 離角度や剥離状況(階 段状etc),最 も厚い箇所の表現

に注意する。側面観は表裏面に施 された剥離の重なり(切 り合い)に 注意 しながら,書 き込む。
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石鍛の脚部は多少な りとも左右に湾曲の乱れがあるので,見 通 し図の場合は2つ の脚 あるいは

1つ の茎 を含めて,で きる限 り合わせ,違 える場合 にはそれぞれを描かなければならない。

ロ)剥 離面は,剥 離の新 旧(切 り合い)を 読み取 りながら書 き込む。図化では形態が最 も重

要なポイン トであるか ら,最 終的に形状を形成せ しめた調整剥離に気 を配 り,周 辺か らの剥離

面を慎重に観察 して書 き込む。特に側面形状 ・基部形状の形成に関わる微細な剥離痕の集 中を

見逃 してはならない。打点などは剥離の切 り合いにより失われる場合があるので注意す る。

階段状剥離痕などは石鍼製作上,調 整剥離を左右 したり,欠 損事由の重要なポイン トとなる

ので技術的表現法に基づ き注意深 く描 く。

ハ)欠 損面は基本的に図化 し,割 れの状況を表現する。特に先端部分の欠損に注意 し,調 整

剥離痕 と衝撃剥離痕 を見極める努力 も必要である。先端部分や脚部端に僅かな欠損が認め られ

た場合には,法 量上は欠損扱いにはなるが,統 計処理の上ではできるだけ有効 に利用すること

も肝要である。

二)使 用痕跡は衝撃痕や装着痕(付 着物ほか)な どを,ス クリー ン トーンで表示 した り,イ

ンレタなどでマー クするとよい。ただし別に輪郭線のみの図に描いて記入 したほ うが,分 り易

いこともある。最大厚 を示す部分 などには,装 着の痕跡あるいは研磨痕跡が認められ ることが

あるので注意する。 また石鍛の先端部を石錐 として使用 した例 もままある。

2.石 錘 ・浮子

1留 意点

法量は正面位 と側面位,横 位断面の図化により表現する。形態的あるいは製作上の視点 とし

て,紐 掛け部(推 定)の 表現には注意。浮子(推 定)は 石材が軽石などの場合が多いので,材

質表現は欠かせ ない。

2図 化

イ)輪 郭 ・外形は固定後,投 影法(礫 石器)に 基づ き図化す る。側面図に:溝部や穴部 を投影

して書 き込む場 合もある。ただし溝部は深さ0.2cm以 下の例 も多 く,ト レ.___ス後の縮小を想定

すれば表現力に乏 しい結果 となるので注意すること。

ロ)製 作痕跡は溝部や穴部の作出に留意して描 く。溝部では溝切 りの単位であ り,穴 部では

貫通法であった りする。打 ち欠き部は剥離法の表現に準 じる。

ハ)欠 損面は,石 鍛 と同様。

二)使 用痕跡は溝部 ・打 ち欠き部 ・穴部に観察できた場合に描 く。

3.刃 器{石 匙 ・掻器 ・削器 ・横刃形石器}

1留 意点

法量は正面位 と側面位,横 位断面の図化により表現する。計測値 は石鍛 と同義 である。機能

的側面は刃部の観察に注意が必要であり,刃 の位置 ・範囲 ・i数などの属性 をより良 く表現する

ことが肝要である。刃部以外の剥離加工は,器 種全体の大きさや背部の作出などに関する情報
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であり,そ の位置 ・状況 を克明に描写する必要がある。特に自然営力に伴 う表面の剥落 ・欠損

とは区別 しなければならない。

形態的な視点では,各 器種それぞれに注意点が若干異なる。全体の形状 を剥離成形するこ と

の多い石匙では形態の描写は不可欠であり,全 体形 ・剥離の程度 を観察 し,表 現 しなければな

らない。掻器 ・削器あるいは横刃形石器などは,背 部加工の有無 ・状況がさらに重要な視点 と

な り,全 体形 とか らめて表現することが必要 となる。もちろん刃部の形態的特質は図化作業の

一i義的な目的の一つ となる。

製作法は砂岩や粘板岩などの大形素材で打製石斧 と,チ ャー トや黒曜岩などの小形素材では

石鍛等 との比較が必要である。器種の認定から記録作業を通 じて,常 に加工技術の差異や類似

点を模索しなが ら図化 に入 ることが望 ましい。

2設 置

器種が刃器 として判断された場合には,切 先(先 端)を 上位にし,刃 部が図化基線に垂直に

なるように設定するのが よい。製作技術的視点 を考慮 し,裏 面 を剥片の主剥離面 とし反対側 を

表面に設置すると,展 開図上の内側に刃部がこない場合が生 じるので注意が必要。 また主剥離

面の観察が困難な時は,内 側 に刃部 を向けて設定すればよい。

3図 化

イ)輪 郭 ・外形 は固定後,投 影法(剥 片石器)に 基づ き図化す る。側面観には刃部 ライン

(表裏面の縫 合線)を 作図するが,剥 離を伴 う場合は剥離線 を書き込む。

ロ)剥 離面は石匙で石鍛 と同義。刃部には剥離を伴 う例 と伴わない例がある。剥離を伴 う例

は,そ れが再生をも含む刃部の作出であるのか,使 用による剥離痕(以 下使剥 とす る)で ある

のかを見分ける必要がある。厳密には両者 ともに確認されることが通例であり,ひ とつの刃部

で両者を合体 して描 く場合が常 となる。この時,2者 は同様な表現法で表記されがちであるが,

剥離痕の生成 と言 う面ではまった くの別者であ り,使 剥 を区別する必要がある。手段 としては

刃部に発達 した,使 剥のみを刃縁 ともども抽出図 として作成 し,こ れを白ぬ きで表現する。 こ

のことにより使剥の類型判別が可能 となり,自 然営力に基づ く欠損 との区別や刃縁に発達 した

光沢痕など別の使用痕跡をも同時に表記す ることが可能 となる。剥離による刃部作出が認め ら

れない場合であっても,刃 縁図を抽出す ることにより刃部の位置 ・長 さが明瞭 となる。刃部の

位置や長さは刃部に沿 う補助線で表現す るのが一般であるが,刃 の数,使 剥や他の使用痕跡 を

同時に表現できると言 う意味で,刃 縁図の抽出の方が より有効 である。 この場合,刃 縁図のな

い部分での剥離は刃部 ではないと判読され,ることになるが。

刃付けは表裏面を図化 し表現する。刃部の表現でさらに重要 な点は,刃 角及び刃縁のゆがみ

である。刃角は角度計で計測するのを基本 とするが,刃 部 を通る断面図での表現が加われば,

なおよい。刃部断面図を数箇所 とる例 もあるが,計 測値の表記法が完全であれば1箇 所で十分

である。刃部の湾曲度合いもこれで表現するのが最適である。刃縁のゆがみは側面図に刃縁 を

描 くことでのみ有効 に表現できる属性で,直 線的あるいは蛇行 などの様子が一 目で解 るように

表現することが肝要である。側面位か らの剥離痕は薄 く・柔らかな線で描けばよい。
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ハ)欠 損の描写は石鍛 と同様。

二)使 用痕跡では線状痕 を描いた り,使 剥などは刃縁図を描 くのがよい。装着痕や摩耗痕 な

どはスクリーン トーンで範囲 ・強弱 を表現すると分か り易い。

4.磨 石 ・敲石 ・凹石

1留 意点

磨石 ・敲石 ・凹石(以 下,磨 石類 とする)は,形 状 として円や楕円,ま たは球状 と扁平 ・棒

状などの変化がある。これ らは磨石類研究において,計 測値の分析か ら区分 されるものである。

機能的には2つ の観察の視点があげ られ,ひ とつには磨 き面あるいは摺 られた面であり,ひ と

つには敲かれた面である。磨石類は,最 も良 く使用 された面 を表面(正 位面)と し,一 方の面

を裏面 と判断 し図化するのが よい。

2設 置

図化 にあた り,物 体 を固定す る場合,表 面を正位置に,最 大の長さを測定できる軸 を長軸 と

す る。ただし道具本来の保持法 ・使用法を考慮するならば,従 来の幅に相当す る部分が上下位

置により近い。磨石類はその機能面が表裏面あるいは側面におよぶことがあるので注意する。

3図 化

イ)輪 郭は投影法に基づ き図化す る。側面 ・立面には磨面 ・敲面が認められる場合が多いの

で,最 大限作図する。横位断面は磨面 ・敲面を通 る位置で作図する。磨石類は河原石 を素材 と

する礫石器に属するか ら,そ の表現はまず機能面 を優先させてしかるべ きである。ただ し,前

述のように石材を問題 とす る時は,点 描表現を使い分けることにより,あ る程度の図化表現は

可能であ り,機 能面の表現 を希薄にしない程度に描 くことが望 ましい。

ロ)摩 耗面は,観 察 し計測 した範囲を,実 線で表現する。表現法には破線 ・実線 ・スクリ.___

ン トーンなどあるが,全 体に点描表現を用いた場合には,実 線 または一点破線が適当 となる。

この時,摩 耗の方向を観察できたならば,そ の方向を矢印などで表示 してお くとよい。

ハ)敲 面はその範囲が不明瞭であり,あ らか じめ白墨などで範囲を推定 してお くと描 き易 い。

範囲をつかんだら,デ ィバイダーなどで敲打の単位 を読み取 り,中 に描 き込んでい く。この時

敲打の類型に合わせた書き分けが必要である。一般に敲打は半丸Cや 点描で表現す るが,ス ク

リーン ト.__._ンで示す こともある。ただしその場合は煤などの付着物の範囲を別の表現で示す必

要が生 じる。また点描 を余 り入れ過 ぎると見苦 しい場合があるので,控 えめにする。点描の密

集度合 いは深さの強弱に一致する。

5.打 製石斧

1留 意点

法量は正面位 と側面位の図化により表現する。機能的側面は刃部 ・基部の観察が大事 であ り,

刃の位置 ・刃幅 ・形態などの属性をより良 く表現する必要がある。 したがって横位断面は機能

部及び装着部での図化が必要 となる。剥離加工は器種全体の大 きさや形態を作出する属性であ
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り,位 置 ・状況を克明に描写する。また使用に伴 うであろう使用部または装着部の痕跡の観察

・図化,欠 損部位 ・断面の図化 を可能な限 り行 う。製作法は素材が礫にあるのか剥片にあるの

かの区別,さ らには再生行為の存在に注意する。

2設 置

刃部 を下位 に向けて設置す るのが通例。素材剥片の主剥離面側を裏面 とし,自 然面が正面観

に来ることが多い。主剥離面の観察が困難な時は,石 鍛同様 に湾度や剥離の精粗で区別 した り,

線状痕が観察できる場合にはその発達度が高い面 を正面 と仮設する。

3図 化

イ)輪 郭 ・外形は固定後,投 影法(剥 片石器)に 基づ き図化する。外形は機能的な形態変化

を反映することが多く,特 に屈曲部などの表現には注意する。側面形状は表裏面が縫合状 より

もむしろ重層的な剥離の重なりとして観察できる場合が多 く,時 に敲打痕が認められた りもす

る。したがって稜線ではなく亀裂のような剥離線により表現 し,敲 打痕を加筆す る。横位断面

は刃部 ・基部の2か 所は最低限図化 したい。刃部断面は最大幅 と基部断面が最:大厚の位置 と合

致することが多い。

ロ)剥 離面は剥離の方向,新 旧 ・切 り合いを判読 し描 く。観察の視点は他の剥片石器 と同様

であるが,材 質上,剥 離面の読み取 りが難 しい場合が多い。一回の打撃に対 して,剥 離面が単

一ではな く,広 い範囲にわたって,あ るいは段差(蝶 番剥離)を 示 してめ くり上がることが,

しばしばあるので十分注意する。刃部は再生行為 に基づ く剥離の集中する箇所であ り,使 用痕

跡 を踏まえた剥離の状態 を丁寧に観察 し描 く。

ハ)欠 損については部位 と状態が使用状況を考察する上に大事な要素 となる。予め部位 を想

定 し設置す る。欠損面は,剥 離の方向や力 ・衝撃点などを考慮 し描 く。

二)使 用痕跡は装着の痕跡を含め,そ の位置や強弱を図示する。この場合,ス クリ.____ントー

ンをかけて表現 したほうがよいこともある。

6.磨 製石斧

1留 意点

法量は正面位 と側面位 ・立面の図化により表現する。機能 的側面は刃部 ・基部 など打製石斧

に準 じるが,立 面に刃縁を書 き込むことにより,片 刃 ・両刃 または刃縁形状 を図示す る。また

全体整形の磨 き痕などを研磨作業推定の一要素 とするならば,使 用痕や装着痕の観察 ・図化は

刃器同様の抽出図とするのが よい。欠損部位 ・断面の図化 ・製作法はほぼ打製石斧に一致す る。

2設 置

刃部 を下位に向けて設置す るのが通例。良好な研磨の認められる面を表面 とする。剥離痕の

観察できる面があれば,図 化意図に基づ き表面 とする場合 もある。

3図 化

イ)輪 郭 ・外形は固定後,投 影法に基づ き図化する。外形は機能部(刃 部)と 基部,頭 部の

変換点 を注意して描 く。側面は製作痕跡を留める場合や面が;構成されていた りする場合 に注意
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する。特に整形時の敲打痕の認められる場合 は図化すること。立面には刃縁を書 き込む。横位

断面は使用部 ・装着部で図化する。

ロ)剥 離面が観察できる場合は打製石斧に準ず る。また研磨面はその単位 を読み取 り,方 向

を考 えて丸ペ ン描 きにするとよい。この時,使 用痕跡は抽出図 としたほうが見やすい。

ハ)欠 損についても打製石斧に準ずる。再生あるいは別機能へ再利用 される例 も多々あるの

で注意 し,適 切な図化法で表現すること。

二)使 用痕 ・装着痕跡は,位 置そして強弱を図示する。この時も打製石斧同様な表現でよい。

7.石 錐

1留 意点

法量 は正面位 と側面位の図化によ り表現す る。計測表示は石鍛 と同義 である。機能 部(錐

部)は 使用による痕跡が観察できる部位であ り,剥 離の仕方 ・痕跡は注意深 く観察 し描 くよう

にする。

2設 置

図化は器種 の先端(錐 部)を 下位 にし,保 持 ・装着が想定される基部(柄 部)を 上に固定す

るのが通例。このことは,道 具が機能す る状態でもって表現を試みたものであ り,錐 部先端を

上位に設定 しても何 ら不都合はない。裏面は製作素材 となった剥片の主剥離面 を認定 し,反 対

側を表面 とす る。

イ)輪 郭 は,固 定後,投 影法(剥 片石器)に 基づ き図化する。横位断面は2か 所以上作成す

る場合がある。装着痕が観察できる場合はその箇所を,そ うでない場合は最大幅 を計る位置で,

さらには錐部の断面,先 端部及び最:大径 を示す位置にて作成する。側面図は表裏面の縫合線 を

石鍛同様に表現 し,使 用状況 を書き込むことが肝要である。また素材時の打面が観察できる時

は立面あるいは下面を描 くようにする。

ロ)剥 離面は,剥 離の切 り合いを読み取 りながら書 き込む。図化では,機 能部の作 出が最 も

重要なポイン トであるから,最 終的に形状 を形成せ しめた調整剥離に気 を配 り,周 辺からの剥

離面を慎重に観察 して書き込む。錐部加工は,剥 離の認められる例 とそうでない例の2者 ある

ので注意する。

ハ)欠 損は,先 端部 ・基部 ともに使用に伴 う場合が多いので,折 れ面の剥離状況は必ず作成

する。

二)使 用痕は先端部に回転 ・磨滅痕や光沢痕などが肉眼あるいは顕微鏡 レベルで認められた

り,装 着痕(付 着物ほか)な どが観察できた りする。スクリー ン トー ンで表示 した り,イ ンレ

タなどでマー クしてもよいが,刃 器同様 に機能部の抽出図を作成するのが よい。顕微鏡 を利用

した拡大図を作成すると分か り易 く,多 くの情報が表現できる。
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8.砥 石

1留 意点

法量は正面位 と側面位の図化により表現できる。機能面 としての砥面は平面 ・側面いずれに

も認められることが多 く,砥 面数や状態 を明瞭に描 く。特に砥面の形成状況(使 用の単位)や

運動方向などは詳 しい観察が必要であり,使 用部の深 さは横位断面図によって表現する。砥面

の再生や他器種か らの転用 ・供用についても考慮す る。

2設 置

砥石 は複数の面にわたって使用されることが多く,図 化 は最 も頻繁に使用 された主たる面 を

正面に据えるのがよい。

3図 化

イ)輪 郭は,固 定後に投影法(礫 核石器)に 基づ き図化する。砂岩製の砥石 などは各面間の

境界部の角が とれたり,剥 落 していたりす る場合 も多 く,境 界線は点描で表現するか,輪 郭線

を弱い補助線 で書 き込む程度がよい。頁岩製の金属用砥石 は点描は使わず,む しろ各面の境界

線のみを図化 したほうが適切である。整形加工の有無は詳細に観察 し,分 割や再生などが認め

られた場合はその面 を的確 に表現する。

ロ)作 業面 は使用の単位 を読み取 り,切 り合い ・数 ・方向などを正 しく描 く。使用部の深さ

(磨り減 り具合)は 作業状況 を考察する手段であ り,断 面に詳 しく描 く。使用方向は矢印記号

を書き込むのが分か り易 い。

ハ)欠 損状況は,砥 石本体の運動や使用方法を解明す る手立てのひとつには相違ないが,剥

離状況 を図示することにより,整 形加工に伴 う剥離 と区別できなくなっては困る。そこで欠損

部を白抜 きとし,欠 損面の剥離状況を抽出図とするの も一考だが,一 般には欠損状況は記述 ・

記号化 されることが多 く,図 示する例 は少ない。

二)使 用痕跡は特に明瞭には観察 されないが,付 着物などはスクリ.___ント.___ンなどで表示す

るのが よい。

9.原 石 ・石核

1留 意点

正面位 ・側面位 ・立面(打 面)の 図化は最低限必要。打面及び作業面は数 ・状態 ・調整など

個体ごとに変異があるのが通例で,本 来は一個体であっても作業面の転移が認め られる場合は,

それぞれに打面 を設定 し直 し図化するのが基本である。

2設 置

最 も頻繁に剥離作業の実施された面を正面に据え,上 面を打面とする。打面は紙面に対 し垂

直に設定する場合 と,そ うでない場合がある。前者は石核 における剥離技術 をより鮮明に表現

するため,中 軸線 を使わず主たる打面を基準に設定する。つ まり石核打面 を紙面 と垂直に固定

し,側 面位に剥片剥離角の度合いが表現できるようにするのである。この時の図面上の長さと

厚さは見掛けの大 きさとなり,最 大長 ・最:大厚 を示 さない。厚 さは打面の長 さに相当する。
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3図 化

イ)輪 郭は,固 定後に投影法(剥 片石器)に 基づ き図化する。

ロ)作 業面は,剥 離の切 り合い ・数 ・方向などを正 しく読み取 り描 く。特に最終的に剥離 さ

れた痕跡は正確に観察す ることが必要。打面は形状(自 然面 ・剥離面など)を 観察 し,打 面に

打点(衝 撃点)が 認め られる場合などは忘れずに描 く。打点は同一面上に複数観察できる場合

があり,矢 印などで表示す ると分か り易い。打面転移の認められる時は,そ の都度設置し直 し

図化表現することが望ましい。剥離順序を問題 とする場合は,剥 離痕のみを描いた白抜 きの抽

出図を作成 し,番 号を付す るのがよい。

10.剥 片 ・砕片{懊 形石器}

1留 意点

剥片は石核 と表裏一体のものであるから,法 量表現に関わる図化法は原則 として石核 と同義

である。 したがって正面位 ・側面位 ・立面位(打 面)の 図化や 中軸線 を使わず主たる打面 を基

準に設定するなど,全 て石核 に準ずるのがよい。襖形石器は裏面及び立面 と下面(共 に打面=

加撃面)を 描 く。打撃 と共に形状が著 しく変化す るものであるから,各 面の認定を誤らないこ

とが大事。

2設 置

剥片は石核 と同様 に一器種 として成立したものではないか ら,打 面を基準に設定する場合が

ある。懊形石器は石鍛などと同様に中軸線を紙面 と平行に設置する。

3図 化

イ)輪 郭は,石 核 ・石錺iと同様。

ロ)表 面の状態は剥片が剥離される以前の剥離過程につき類推する手立てであるか ら,切 り

合いや方向を十分観察 して描 く。特に剥片は器種の素材 となるもので,横 位断面の図化(厚 さ

の表現)に よって比較が容易 となる。懊形石器の端部は,こ れが意図的な作出であるのか,使

用に伴 う変形であるのか,充 分 な観察に基づ き図化す る。その時,表 裏面に及ぶ剥離について

も対応させて考え,剥 片剥離の結果であるのか,単 なる衝撃剥離なのかを判断することが肝要

である。

IIIお わ りに

遺物の記録化は報告文作成のために行われるのではな く,埋 蔵文化財 としての記録 ・保存の

ために実施 されなければならない。つま り石器の図化 ・写真撮影 〈物体の記録〉,石 器の観察

・計測 〈属性の記録〉は全ての資料に対 して行われるのが望 ましいのである。石器のどこをど

れくらい記録す るかについては,そ の時点までの研究レベルを参考 とし,科 学的なプロセスを

得そうもない計測箇所の設定や,図 化法は避けなければならない。記録化の後に,基 礎データ

は報告用あるいは研究用に洗練 されて提示 される。ただ残念 なが ら,現 在石器研究の立場か ら

明快で整然 とした方法論は示 されていない。
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